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ア
ラ
ブ
諸
国
の
変
動
の
波
は
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
に
及
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
現

在
の
中
東
を
め
ぐ
る
最
重
要
の
分
析
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
内
政
上
の
弱
点

は
、
現
体
制
の
枠
組
み
の
中
で
は
十
分
に

国
民
統
合
の
枠
に
収
め
ら
れ
な
い
社
会
集

団
・
地
域
を
複
数
抱
え
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
二
大
聖
都
メ
ッ

カ
と
メ
デ
ィ
ナ
、
商
港
ジ
ェ
ッ
ダ
を
擁
す

る
ヒ
ジ
ャ
ー
ズ
地
方
は
そ
の
一
つ
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
、
世
界
有
数
の
油
田
地

帯
で
あ
る
東
部
州
に
多
く
住
む
シ
ー
ア
派

が
、
十
分
に
国
家
と
社
会
に
統
合
さ
れ
て

い
な
い
点
に
不
安
が
あ
る
。

当
事
者
ゆ
え
の
厚
み
の
あ
る
記
述

　

シ
ー
ア
派
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
人

口
の
一
〇
～
一
五
％
程
度
を
占
め
る
と

一
般
に
言
わ
れ
て
お
り
、
ペ
ル
シ
ア
湾

岸
に
面
し
た
東
部
州
で
は
、
外
国
人
を
除

く
人
口
の
う
ち
三
七
％
を
占
め
る
と
い
う

推
計
が
あ
る
。
特
に
カ
テ
ィ
ー
フ
で
は

人
口
の
八
七
％
、
ハ
サ
で
も
四
〇
％
を

超
え
る
と
見
ら
れ
る
（Robert Lacey, 

Inside the K
ingdom

: K
ings, Clerics, 

M
odernists, T

errorists, and the 
Struggle for Saudi A

rabia , N
ew

 
Y

ork, V
iking, p.101

）。

　

今
回
は
、
シ
ー
ア
派
の
社
会
集
団
と
し

て
の
成
長
、
帰
属
意
識
の
行
方
や
、
政
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治
的
結
集
の
進
展
を
知
る
た
め
に
フ
ア
ー

ド
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
著
『
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
の
シ
ー
ア
派
』
を
取
り
上
げ
て
お
く
。

二
〇
〇
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
提
出
し
た

博
士
論
文
に
基
づ
く
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

シ
ー
ア
派
の
政
治
運
動
に
つ
い
て
の
代
表
的

な
基
礎
文
献
で
あ
る
。
著
者
自
身
が
、
本
書

で
主
要
な
検
討
の
対
象
と
な
る
「
イ
ス
ラ
ー

ヒ
ー
ヤ
（
改
革
）
運
動
」
に
参
加
し
て
出
国

し
、
ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
当

事
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、豊
富
な
内
部
資
料
・

一
次
資
料
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

運
動
の
「
当
事
者
」
で
あ
る
著
者
が
、
中

立
的
・
客
観
的
に
記
述
を
行
い
得
て
い
る
か

疑
問
を
抱
く
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

確
か
に
す
べ
て
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
禁

物
で
あ
る
。
し
か
し
英
国
の
大
学
の
デ
ィ
シ

プ
リ
ン
の
枠
を
通
し
、
学
術
出
版
の
制
度
を

通
っ
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
か
な
り
高
い

水
準
の
客
観
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
シ
ー
ア
派
の
存
在
が

見
え
に
く
い
の
は
、
そ
れ
が
複
数
の
意
味
で

「
周
辺
」
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
し

て
い
る
。
教
学
上
は
、
シ
ー
ア
派
の
拠
点
は

何
よ
り
も
イ
ラ
ク
の
カ
ル
バ
ラ
ー
や
ナ
ジ
ャ

フ
で
あ
り
、
イ
ラ
ン
の
コ
ム
で
あ
っ
て
、
サ

ウ
ジ
国
内
に
は
教
学
上
の
求
心
力
を
持
つ
拠

点
が
乏
し
い
。
政
治
的
に
も
、
シ
ー
ア
派
が

多
数
を
占
め
る
イ
ラ
ク
や
イ
ラ
ン
と
対
照
的

に
、
人
口
の
一
割
程
度
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

い
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
の
政
治
的
な
存
在
感

は
当
然
限
定
さ
れ
る
。

　

著
者
は
「
改
革
運
動
」
の
発
端
と
展
開
を

振
り
返
り
、
段
階
を
追
っ
て
記
述
を
行
う

こ
と
で
、「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
シ
ー
ア
派
」

と
し
て
の
固
有
の
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
形
成
を
描
い
て
い
る
。も
ち
ろ
ん「
改

革
運
動
」
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
す
べ
て
の

シ
ー
ア
派
教
徒
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
最
も
先
鋭
的
に
、
シ
ー
ア

派
の
政
治
的
自
覚
の
形
成
と
変
化
を
先
導
し

て
き
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
リ
ベ
ラ
ル
な
改
革
派
」
へ
の
道
程

　

著
者
に
よ
れ
ば
「
改
革
運
動
」
の
発
端

は
イ
ラ
ク
の
カ
ル
バ
ラ
ー
に
あ
る
。
シ
ー

ア
派
の
宗
教
学
者
（
ウ
ラ
マ
ー
）
の
最
高

位
階
で
あ
る
マ
ル
ジ
ャ
ア
・
タ
ク
リ
ー
ド

に
達
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
フ
デ
ィ
ー
・

シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ
ー
（M

uham
m

ad M
ahdi 

al-Shirazi 1928-2002

）
が
精
神
的
指
導

者
と
な
り
、
有
力
な
宗
教
学
者
の
ム
ハ
ン

マ
ド
・
タ
キ
ー
ユ
・
ム
ダ
ッ
リ
ス
ィ
ー

（M
uham

m
ad T

aqi al-M
udarresi

）
を

実
際
的
な
指
導
者
と
し
て
一
九
六
八
年
に
設

立
さ
れ
た
宣
教
者
前
衛
運
動
（H

araka al-
Risaliyin al-T

ala ’i ‘: M
ovem

ent of the 
V

anguards of M
issionaries: 

Ｍ
Ｖ
Ｍ
）

が
、
政
治
的
な
意
思
表
明
を
極
力
避
け
よ
う

と
す
る
静
謐
主
義
を
採
用
し
て
き
た
ナ
ジ
ャ

フ
の
保
守
的
な
教
学
機
構
と
一
線
を
画
し
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
基
づ
く
政
治
の
実
践
を
求

め
た
。
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こ
こ
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
東
部
州
出
身

の
宗
教
指
導
者
ハ
サ
ン
・
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル

（H
assan al-Saffar

）
や
、タ
ウ
フ
ィ
ー
ク
・

サ
イ
フ
（T

aw
fiq al-Saif

）
が
参
加
し
、

や
が
て
カ
テ
ィ
ー
フ
を
拠
点
に
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
シ
ー
ア
派
の
宗
教
・
政
治
指
導

者
と
し
て
台
頭
し
て
く
る
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
が
、「
ア
ラ
ブ
の

シ
ー
ア
派
」
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
。
教
学
的
に
は
、
カ
ル
バ
ラ
ー
と
ナ

ジ
ャ
フ
を
擁
す
る
イ
ラ
ク
こ
そ
が
世
界
の

シ
ー
ア
派
の
中
心
地
で
あ
り
、
発
信
力
と

求
心
力
も
強
い
。
こ
こ
に
ま
ず
は
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
シ
ー
ア
派
も
集
ま
っ
て
く
る
。

た
だ
し
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
下
で
シ
ー

ア
派
の
宗
教
・
政
治
運
動
に
統
制
・
弾
圧

が
強
ま
り
、
Ｍ
Ｖ
Ｍ
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
移

る
。
一
九
七
〇
年
代
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

の
シ
ー
ア
派
で
Ｍ
Ｖ
Ｍ
に
参
加
し
た
者
の

多
く
も
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
送
り
込
ま
れ
て

こ
の
運
動
の
教
育
宣
伝
を
受
け
て
い
る
。

　

シ
ー
ア
派
の
近
代
の
宗
教
・
政
治
運
動

に
は
、
イ
ラ
ン
の
ホ
メ
イ
ニ
が
主
導
す
る

ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
テ
・
フ
ァ
ギ
ー
フ
体
制
を
唱

導
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
に
よ
る
直
接

統
治
を
主
張
す
る
タ
イ
プ
と
、
イ
ス
ラ
ー

ム
法
学
者
が
政
治
的
な
発
言
を
行
う
も
の

の
直
接
は
統
治
権
を
要
求
し
な
い
タ
イ
プ

が
あ
り
、
Ｍ
Ｖ
Ｍ
に
参
加
し
た
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
シ
ー
ア
派
も
後
者
で
あ
っ
て
、

イ
ラ
ン
型
の
神
権
政
治
を
目
指
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
の
が
著
者
の
歴

史
記
述
の
含
意
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
シ
ー
ア

派
の
政
治
運
動
は
紆
余
曲
折
を
た
ど
る
。

一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
革
命
は
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
シ
ー
ア
派
の
急
進
化
を
も
た
ら

し
、
同
年
一
一
月
の
東
部
州
の
暴
動
（
イ
ン

テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
）
が
発
生
す
る
。
こ
こ
で

サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
機
構

（M
unazzam

a al-T
haw

ra al-Islam
iya: 

Islam
ic Revolution O

rganization: 
Ｉ

Ｒ
Ｏ
）」
を
結
成
し
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
拠
点
を

移
す
。
し
か
し
八
〇
年
代
、
イ
ラ
ン
が
巡

礼
者
を
通
じ
て
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
内
政
の

撹
乱
を
図
る
こ
と
で
、
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
ら

Ｉ
Ｒ
Ｏ
の
指
導
者
は
、「
イ
ラ
ン
の
手
先
」

と
な
る
か
、「
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
民
」
と

し
て
の
帰
属
意
識
を
再
確
認
す
る
か
の
選

択
を
迫
ら
れ
る
。
こ
こ
で
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル

ら
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
民
と
し
て
の
権

利
の
主
張
に
舵
を
切
り
、
穏
健
路
線
に
転

じ
る
。
一
九
八
八
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク

戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て
イ
ラ
ン
と
Ｉ
Ｒ
Ｏ

の
関
係
は
さ
ら
に
細
っ
て
い
く
。

　

こ
の
段
階
で
、
Ｉ
Ｒ
Ｏ
に
集
っ
た
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
シ
ー
ア
派
の
政
治
勢
力
は
故
地

の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
も
、
シ
ー
ア
派
の
拠

点
の
イ
ラ
ク
に
も
、
政
治
的
思
惑
か
ら
接
近

し
て
き
た
イ
ラ
ン
に
も
、
活
動
の
空
間
を
得

ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
こ
こ
で
い
っ
た
ん
シ
リ
ア
へ
移

動
し
た
Ｉ
Ｒ
Ｏ
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭

Book Review
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に
ロ
ン
ド
ン
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
本
拠
を
移

し
、
一
九
九
一
年
か
ら
は
「
改
革
運
動
」

と
名
乗
っ
て
、
Ｍ
Ｖ
Ｍ
か
ら
自
立
し
、
人

権
や
表
現
の
自
由
を
主
に
掲
げ
る
よ
う
に

な
る
。
革
命
論
や
シ
ー
ア
派
固
有
の
観
念

の
主
張
を
極
力
控
え
、
リ
ベ
ラ
ル
派
や
ス

ン
ナ
派
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
の
一
部
と

の
接
近
を
試
み
、
国
民
と
し
て
の
平
等
な

権
利
を
求
め
て
い
く
こ
と
で
、
欧
米
の
支

援
を
受
け
、
新
た
に
地
歩
を
固
め
始
め
た
。

湾
岸
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争
に
よ
っ
て
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
王
制
が
改
革
圧
力
を
受
け
る

た
び
に
、
恩
赦
が
行
わ
れ
、
一
部
の
活

動
家
が
帰
国
し
て
国
内
に
拠
点
を
築
い
て

い
っ
た
。

平
等
を
軸
と
し
た
連
帯
へ

　

サ
ウ
ジ
の
政
権
と
シ
ー
ア
派
勢
力
と
の

一
進
一
退
の
攻
防
が
今
ど
の
段
階
に
達
し

て
い
る
の
か
、
公
式
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
う

か
が
い
知
れ
な
い
。
近
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
は
活
発
に
ア
ラ
ブ
の
シ
ー
ア
派
の

メ
デ
ィ
ア
が
台
頭
し
て
お
り
、
あ
る
日
突

然
そ
れ
ら
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
共
通
の

政
治
意
識
を
持
っ
た
多
数
の
シ
ー
ア
派
市

民
が
権
利
要
求
を
行
う
事
態
も
あ
り
得
な

い
こ
と
で
は
な
い
。

　

政
治
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
思
想
も
行

動
様
式
も
変
化
さ
せ
て
き
た
サ
ウ
ジ
の

シ
ー
ア
派
の
政
治
運
動
に
つ
い
て
は
、「
結

局
は
イ
ラ
ン
の
別
働
隊
で
は
な
い
か
」
と

い
う
憶
測
も
完
全
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。イ
ラ
ン
側
が
サ
ウ
ジ
の
シ
ー

ア
派
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
常
に

あ
る
。
し
か
し
現
在
は
イ
ラ
ン
の
支
援
を

サ
ウ
ジ
の
シ
ー
ア
派
の
側
が
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
シ
ー
ア
派

と
し
て
の
固
有
の
権
利
の
主
張
よ
り
も
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
民
と
し
て
の
共
通
の

市
民
権
の
主
張
の
ほ
う
が
、
国
際
的
な
支

持
を
受
け
や
す
く
、
国
内
の
他
の
勢
力
と

の
連
携
も
し
や
す
い
。
そ
し
て
国
家
が
サ

ウ
ド
家
の
私
有
財
産
で
は
な
く
、
出
自
を

問
わ
ず
平
等
な
権
利
を
持
っ
た
国
民
の
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
思
想
が
国
民
各
層
に

浸
透
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
現
体
制
に
と
っ
て
最
大
の
挑
戦
な
の

で
あ
る
。
■

裁判なしに収監された住民の釈放を求めたシーア派デモ（2011年
3 月 9 日、カティーフ）（ロイター／アフロ）




